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議長会HP

総
務
省
の
第
６
回
「
地
方

議
会
・
議
員
の
あ
り
方
に
関

す
る
研
究
会
」
が
３
月
２４
日
、

全
国
都
市
会
館
で
開
か
れ
た
。

本
会
か
ら
参
加
し
て
い
る
川

上
幸
博
地
方
行
政
委
員
長

（
出
雲
市
）と
安
達
和
彦
指
定

都
市
協
議
会
会
長（
神
戸
市
）

が
そ
れ
ぞ
れ
、
議
員
の
法
的

位
置
付
け
や
地
方
自
治
教
育

の
必
要
性
な
ど
を
訴
え
た
。

川
上
委
員
長
は
、
議
会
に

対
す
る
住
民
の
関
心
の
低
さ

の
一
因
に
議
員
の
法
的
な
位

置
付
け
や
職
務
が
明
確
で
な

い
こ
と
が
あ
る
と
指
摘
し
、

「
例
え
ば
『
全
住
民
の
代
表
』

と
し
て
の
地
位
な
ど
は
、（
憲

法
で
の
）
国
会
議
員
の
『
全

国
民
の
代
表
』
と
し
て
の
地

位
と
の
バ
ラ
ン
ス
か
ら
い
っ

て
も
、
地
方
自
治
法
に
類
似

の
規
定
を
設
け
て
も
よ
い
の

で
は
な
い
か
。
公
選
職
の
政

治
家
と
し
て
の
自
覚
を
促
す

上
で
も
有
益
で
は
な
い
か
と

考
え
る
」
と

述
べ
た
。

ま
た
、
小

規
模
市
町
村

の
議
員
報
酬

に
つ
い
て
、

地
方
財
政
措

置
の
充
実
を

要
望
す
る
と

と
も
に
地
方

交
付
税
算
定

上
の
報
酬
単

価
の
継
続
的

な
引
き
上
げ
を
求
め
た
。

安
達
指
定
協
会
長
は
、「
統

一
地
方
選
挙
の
再
統
一
」
を

訴
え
る
中
で
「
地
方
自
治
教

育
の
推
進
」
の
重
要
性
を
指

摘
。「
政
治
の
役
割
と
重
要

性
、
地
方
自
治
と
こ
れ
を
支

え
る
地
方
選
挙
の
重
要
性
を

子
ど
も
の
と
き
か
ら
世
代
を

超
え
て
学
習
で
き
る
教
育
環

境
を
整
備
す
る
こ
と
は
『
議

員
の
な
り
手
確
保
』
の
観
点

本
会
は
、
市
議
会
議
員
の

通
称
・
旧
姓
使
用
に
つ
い
て

全
国
の
市
区
議
会
議
長
に
対

し
、「
必
要
な
措
置
な
ど
格
別

の
配
慮
」
を
求
め
る
野
尻
哲

雄
会
長
名
の
通
知
を
３
月
13

日
付
で
出
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
た
。
総
務
省

の
第
５
回「
地
方
議
会
・議
員

の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
で
、
地
方
議
会
で
認
め

ら
れ
な
い
ケ
ー
ス
が
あ
る
と

し
善
処
を
求
め
る
声
が
上

が
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た
。

同
月
２４
日
の
第
６
回
研
究

会
で
こ
の
通
知
を
報
告
。
全

国
都
道
府
県
議
会
議
長
会
、

全
国
町
村
議
会
議
長
会
か
ら

も
同
様
の
報
告
が
あ
っ
た
。

地
方
議
員
は
、
選
挙
で
は

通
称
・
旧
姓
を
使
用
で
き
る

が
、
議
会
活
動
で
の
使
用
は

各
議
会
の
判
断
に
委
ね
ら
れ

て
い
る
。

今
回
の
通
知
で
は
通
称
・

旧
姓
で
の
議
員
活
動
を
希
望

す
る
事
例
の
増
加
が
予
想
さ

れ
る
と
指
摘
。
国
会
で
は
既

に
通
称
使
用
が
認
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
も
紹
介
し
、
各
市

区
議
会
に
対
し
、
国
会
で
の

先
例
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
そ

の
趣
旨
を
理
解
し
て
の
「
格

別
の
配
慮
」
を
求
め
た
。

本
会
は
通
知
に
併
せ
、
地

方
議
員
の
通
称
使
用
に
つ
い

て「
違
法
で
は
な
い
」と
し
た

行
政
実
例（
昭
和
3４
年
５
月
）

や
、
こ
の
問
題
に
関
す
る
高

市
早
苗
総
務
相
の
「
三
議
長

会
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で

い
く
」
と
す
る
国
会
答
弁
の

文
書
も
添
付
し
た
。

安達指定協会長（左）、川上地行委員長（右）
	 （神戸市）	 （出雲市）

議
員
法
的
位
置
付
け・自
治
教
育

議
員
法
的
位
置
付
け・自
治
教
育

議
会
研
究
会
で
本
会
要
望

議
会
研
究
会
で
本
会
要
望

か
ら
も
大
変
重
要
な
課
題

だ
」
と
の
考
え
を
示
し
た
。

そ
の
上
で
、「
例
え
ば
、『
地

方
自
治
の
日
』
を
設
け
、
毎

年
そ
の
日
に
地
方
選
挙
を
集

め
て
行
う
な
ど
、
大
き
な
構

想
の
下
で
の
取
り
組
み
を
希

望
す
る
」
と
述
べ
た
。

安
達
指
定
協
会
長
は
ま

た
、「
行
政
監
視
・
政
策
提

起
機
能
の
充
実
を
図
る
観
点

か
ら
地
方
議
会
の
権
能
拡
大

を
求
め
る
」
と
し
て
①
議
長

へ
の
議
会
招
集
権
付
与
②
条

例
に
よ
る
契
約
の
締
結
、
財

産
の
取
得
・
処
分
の
議
決
対

象
範
囲
の
弾
力
化
③
予
算
修

正
権
の
制
約
解
消
④
閉
会
中

の
委
員
会
活
動
の
制
限
緩
和

⑤
議
会
招
集
日
の
変
更
―
を

要
望
。
こ
の
ほ
か
、
指
定
都

市
の
市
議
会
議
員
と
道
府
県

議
会
議
員
と
の
関
係
に
つ
い

て
も
問
題
提
起
し
た
。

「
格
別
配
慮
を
」

「
格
別
配
慮
を
」

通
称
・
旧
姓
使
用

通
称
・
旧
姓
使
用

本会通知本会通知
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本
会
は
、
昨
年
６
月
の
第
95
回
定
期
総
会
、
同
11
月
の
第
１
０
７
回
評
議
員
会
で
会

長
提
出
決
議
を
採
択
、
各
委
員
会
で
令
和
２
年
度
政
府
予
算
編
成
に
向
け
た
要
望
を
決

定
し
た
。
要
望
事
項
の
実
現
に
向
け
、
政
府
・
与
党
の
要
職
や
国
会
議
員
ら
に
要
望
活

動
を
行
っ
た
。

本
紙
で
は
、
今
号
か
ら
こ
れ
ら
要
望
結
果
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

会
長
提
出
決
議
〈
上
〉

会
長
提
出
決
議
〈
上
〉

①
多
様
な
人
材
の
議
会
参

画
を
促
す
環
境
整
備
に
つ
い

て
、
▽
地
方
議
会
議
員
の
位

置
付
け
明
確
化
▽
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
立
候
補
し
や
す
い
労

働
法
制
見
直
し
▽
兼
業
（
請

負
）
禁
止
要
件
緩
和
▽
選
挙

制
度
見
直
し
▽
小
規
模
市
の

議
員
報
酬
引
上
げ
等
を
促
進

す
る
財
政
支
援
▽
厚
生
年
金

制
度
へ
の
地
方
議
員
加
入
実

現
▽
議
会
関
連
諸
経
費
に
対

す
る
地
方
財
政
措
置
の
充
実

▽
地
方
自
治
教
育
の
推
進
―

な
ど
を
、
②
地
方
議
会
の
権

能
強
化
に
つ
い
て
、
▽
議
長

へ
の
議
会
招
集
権
の
付
与
▽

条
例
に
よ
る
契
約
の
締
結
、

財
産
の
取
得
・
処
分
の
議
決

対
象
範
囲
の
弾
力
化
▽
予
算

修
正
権
の
制
約
解
消
▽
閉
会

中
の
委
員
会
活
動
の
制
限
緩

和
―
な
ど
を
求
め
た
。

①
②
に
つ
い
て
、
具
体
的

な
実
現
に
は
至
っ
て
い
な
い

も
の
の
、
自
民
党
総
務
部
会

の
「
地
方
議
会
の
課
題
に
関

す
る
Ｐ
Ｔ
」
お
よ
び
総
務
省

の
「
地
方
議
会
・
議
員
の
あ

り
方
に
関
す
る
研
究
会
」
等

で
議
論
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。自

民
党
の
「
地
方
議
会
の

課
題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
」
で

は
、
検
討
す
べ
き
主
な
事
項

と
し
て
、
▽
兼
業
・
請
負
禁

止
規
定
▽
女
性
や
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
が
地
方
議
会
議
員
と
し

て
活
躍
で
き
る
環
境
・
制
度

の
整
備
―
な
ど
５
項
目
の
柱

を
取
り
ま
と
め
た
。

総
務
省
の「
地
方
議
会・議

員
の
あ
り
方
に
関
す
る
研
究

会
」
で
は
、「
当
面
の
対
応
の

考
え
方
」
と
し
て
、
議
員
の

な
り
手
不
足
要
因
の
う
ち
、

▽
地
方
議
員
の
位
置
付
け
▽

経
済
的
要
因
▽
身
分
に
関
す

る
規
制
▽
立
候
補
環
境
―
に

関
す
る
考
え
方
を
地
方
制
度

調
査
会
へ
提
出
す
る
方
向
で

取
り
ま
と
め
が
行
わ
れ
た
。

本
会
か
ら
は
、
定
期
総
会
・

評
議
員
会
で
の
要
望
項
目
に

加
え
、
選
挙
制
度
見
直
し
に

つ
い
て
連
記
制
や
ク
オ
ー
タ

制
へ
の
慎
重
な
検
討
や
、
統

一
地
方
選
の
日
程
再
統
一
な

ど
に
つ
い
て
求
め
て
い
る
。

な
お
、
厚
生
年
金
の
加
入

に
関
し
て
は
、
関
連
法
案
の

提
出
に
至
っ
て
い
な
い
。

⑴
　
地
方
創
生
の
推
進

①
次
期
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
の
策
定

に
あ
た
る
社
会
資
本
整
備
の

適
切
な
位
置
付
け
②
未
来
技

術
（
Ａ
Ｉ
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
等
）
の

導
入
・
普
及
に
よ
る
社
会
経

済
変
化
の
実
現
プ
ロ
セ
ス
明

示
、
ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想

の
推
進
等
③
防
災
・
安
全
交

付
金
、
社
会
資
本
整
備
総
合

交
付
金
お
よ
び
公
共
施
設
等

適
正
管
理
推
進
事
業
債
等
の

十
分
な
財
源
確
保
④
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費

の
拡
充
・
継
続
、
算
定
時
の

条
件
不
利
地
域
や
財
政
力
脆

弱
な
市
町
村
の
考
慮
⑤
地
方

創
生
推
進
交
付
金
の
長
期
継

続
的
な
総
額
確
保
、
自
由

度
・
使
い
勝
手
向
上
、
事
業

申
請
の
手
続
き
簡
素
化
と
速

や
か
な
交
付
決
定
⑥
地
方
創

生
拠
点
整
備
交
付
金
や
地
方

大
学
・
地
域
産
業
創
生
交
付

金
等
の
地
方
の
意
見
等
を
十

分
踏
ま
え
た
弾
力
的
運
用
と

積
極
的
採
用
―
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、
元
年
1２
月

２0
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
第

２
期
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
で
は
、

将
来
に
わ
た
っ
て
「
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
」
の
実
現
と

「
東
京
圏
へ
の
一
極
集
中
の

是
正
」
が
明
記
さ
れ
た
。

②
に
つ
い
て
、
第
２
期
総

合
戦
略
で
打
ち
出
さ
れ
た
横

断
的
目
標
の
中
に
、
地
域
に

お
け
る
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
推
進
な
ど
が
盛
り
込

ま
れ
、
５
Ｇ
、
光
フ
ァ
イ
バ

な
ど
の
早
期
整
備
、
専
門
技

術
を
持
っ
た
人
材
の
育
成
、

デ
ー
タ
基
盤
な
ど
環
境
整
備

を
推
進
す
る
と
し
、
政
策

パ
ッ
ケ
ー
ジ
で
５
年
間
の
方

向
性
が
示
さ
れ
た
。
な
お
、

ス
ー
パ
ー
シ
テ
ィ
構
想
も
推

進
す
る
と
し
た
。

③
に
つ
い
て
、
防
災
・
安

全
交
付
金
が
前
年
度
比
18
億

円
減
の
１
兆
３
８
８
億
円
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金

が
７
３
７
億
円
減
の
７
６
２

７
億
円
、
公
共
施
設
等
適
正

管
理
推
進
事
業
債
が
同
額
の

４
３
２
０
億
円
確
保
さ
れ
た
。

ま
た
、
第
２
期
総
合
戦
略

の
横
断
的
な
目
標
に
、
公

共
・
社
会
基
盤
に
関
し
て
、

イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
、
自
然
災

害
な
ど
課
題
を
抱
え
る
地

域
・
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
新
技
術
や
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
の
積
極
的
活

用
、「
予
防
保
全
」
へ
の
転

換
等
に
取
り
組
む
考
え
が
示

さ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
、
２
年
度
地

方
財
政
計
画
で
、
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
事
業
費
が

引
き
続
き
１
兆
円
計
上
。

⑤
に
つ
い
て
、
地
方
版
総

合
戦
略
に
基
づ
き
、
地
方
公

共
団
体
が
自
主
的
・
主
体
的

に
行
う
先
導
的
な
取
り
組
み

の
た
め
、
地
方
創
生
推
進
交

付
金
が
前
年
度
と
同
額
の
１

ゴ
ル
フ
場
利
用
税
堅
持
な
ど
多
く
の
成
果

１１
　
多
様
な
人
材
の

　
多
様
な
人
材
の

市
議
会
へ
の
参
画
促
進

市
議
会
へ
の
参
画
促
進

２２
　
地
方
創
生
・
地
方
分

　
地
方
創
生
・
地
方
分

権
改
革
の
推
進
及
び
地

権
改
革
の
推
進
及
び
地

方
税
財
源
の
充
実
確
保

方
税
財
源
の
充
実
確
保

令
和
元
年
度
要
望
結
果

令
和
元
年
度
要
望
結
果

①



全 国 市 議 会 旬 報 第 2116 号（3）令和 2年 4月 5日号

０
０
０
億
円
計
上
さ
れ
た
。

ま
た
、
Ｓ
ｏ
ｃ
ｉ
ｅ
ｔ
ｙ

５
・
０
推
進
の
全
国
的
モ
デ

ル
と
な
る
事
業
へ
の
支
援
の

枠
組
み
新
設
、
移
住
支
援
金

の
要
件
緩
和
が
行
わ
れ
た
。

⑥
に
つ
い
て
、
地
方
創
生

拠
点
整
備
交
付
金
６
０
０
億

円
に
よ
り
、
地
域
の
観
光
振

興
や
住
民
所
得
向
上
の
基
盤

と
な
る
先
導
的
な
施
設
整
備

が
支
援
さ
れ
る
。
ま
た
、
交

付
金
対
象
事
業
の
要
件
を
緩

和
し
、
一
定
の
要
件
を
満
た

す
事
業
に
つ
い
て
、
設
備
整

備
・
用
地
造
成
が
中
心
の
も

の
も
対
象
化
す
る
。

地
方
大
学
・
地
域
産
業
創

生
交
付
金
は
前
年
度
と
同
額

の
２２
・
５
億
円
が
確
保
さ
れ

た
。
首
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
下
、
産
学
官
連
携
に
よ

り
、
地
域
に
お
け
る
若
者
の

修
学
・
就
業
が
支
援
さ
れ

る
。

⑵
　
地
方
分
権
改
革
の
推
進

①
従
う
べ
き
基
準
廃
止
ま

た
は
参
酌
化
を
含
め
た
、
さ

ら
な
る
義
務
付
け
・
枠
付
け

見
直
し
、
国
か
ら
地
方
へ
の

事
務
・
権
限
の
移
譲
②
提
案

募
集
方
式
の
積
極
活
用
の
た

め
の
政
府
の
情
報
発
信
、
提

案
に
資
す
る
職
員
研
修
の
充

実
―
な
ど
を
求
め
た
。

①
に
つ
い
て
、
元
年
1２
月

２3
日
、「
令
和
元
年
の
地
方

か
ら
の
提
案
等
に
関
す
る
対

応
方
針
」
が
閣
議
決
定
さ

れ
、
規
制
緩
和
や
地
方
へ
の

権
限
移
譲
が
行
わ
れ
る
と
し

た
。
事
務
・
権
限
の
移
譲
に

伴
う
財
源
措
置
に
つ
い
て

は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
整
備
や

技
術
的
助
言
、
研
修
や
職
員

の
派
遣
な
ど
の
必
要
な
支
援

が
実
施
さ
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
内
閣
府

は
、
研
修
や
講
演
な
ど
を
更

に
展
開
し
、
ま
た
、
提
案
検

討
支
援
ツ
ー
ル
と
し
て
、
提

案
募
集
方
式
の
入
門
ガ
イ
ド

と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
番
組
を

作
成
、
自
治
体
職
員
向
け
研

修
や
大
学
連
携
で
積
極
的
活

用
す
る
と
し
た
。

⑶
　
令
和
２
年
度
税
制
改
正

①
地
方
税
制
の
拡
充
強

化
、
税
源
偏
在
性
が
小
さ
く

税
収
が
安
定
的
な
地
方
税
体

系
の
構
築
②
法
人
事
業
税
の

収
入
金
額
課
税
の
制
度
堅
持

③
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
の
現
行

制
度
堅
持
④
固
定
資
産
税
の

安
定
的
確
保
、
償
却
資
産
に

係
る
固
定
資
産
税
の
現
行
制

度
堅
持
⑤
自
動
車
税
・
軽
自

動
車
税
の
環
境
性
能
割
の
臨

時
的
軽
減
期
間
の
延
長
を
行

わ
な
い
―
な
ど
を
要
望
。

①
に
つ
い
て
、地
方
税
は
、

２
年
度
地
方
財
政
計
画
額
で

前
年
度
比
７
７
４
４
億
円
増

の
４1
兆
１
２
２
億
円
（
東
日

本
大
震
災
分
含
む
）
の
過
去

最
多
と
な
っ
た
（
特
別
法
人

事
業
税
を
含
め
る
と
４3
兆
２

３
１
億
円
）。
ま
た
、
所
有

者
不
明
土
地
等
に
係
る
課
税

上
の
課
題
に
対
応
す
る
た

め
、
所
有
者
情
報
の
把
握
や

課
税
の
公
平
性
確
保
の
観
点

か
ら
、
▽
現
に
所
有
し
て
い

る
者
（
相
続
人
等
）
の
申
告

の
制
度
化
▽
使
用
者
を
所
有

者
と
み
な
す
制
度
の
拡
大
―

の
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
。

②
に
つ
い
て
、
電
気
供
給

業
に
係
る
法
人
事
業
税
の
改

正
に
伴
い
、
軽
油
引
取
税
の

課
税
免
除
の
特
例
廃
止
や
固

定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特

例
廃
止
等
一
定
の
代
替
税
源

が
確
保
さ
れ
た
。
こ
の
改
正

に
よ
り
、
都
道
府
県
税
は
約

１
７
５
億
円
税
収
減
と
な

り
、
代
替
税
源
が
約
１
３
５

億
円
確
保
さ
れ
る
。

③
に
つ
い
て
は
、
国
体
の

公
式
練
習
や
東
京
五
輪
を
含

む
国
際
競
技
参
加
選
手
が
非

課
税
と
さ
れ
た
も
の
の
、
そ

れ
以
外
の
部
分
で
は
現
行
制

度
が
堅
持
さ
れ
た
。

④
に
つ
い
て
、
２
年
度
の

固
定
資
産
税
は
、
前
年
度
比

１
９
７
４
億
円
増
の
９
兆
２

６
９
５
億
円
の
過
去
最
高
額

と
な
っ
た
。
ま
た
、
２
年
度

税
制
改
正
に
お
い
て
ロ
ー
カ

ル
５
Ｇ
の
設
備
に
係
る
課
税

標
準
の
特
例
措
置
が
創
設
さ

れ
、
こ
の
措
置
に
よ
り
年
間

約
７
億
円
の
減
収
と
な
る
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
元
年
度

中
に
期
間
延
長
に
つ
い
て
の

議
論
は
さ
れ
て
い
な
い
。

⑷
　
令
和
２
年
度
地
方
財
政

対
策①

地
方
税
・
地
方
交
付
税

等
の
一
般
財
源
総
額
の
充
実

確
保
、
臨
時
財
政
対
策
債
の

発
行
縮
小
②
地
方
交
付
税
の

総
額
確
保
、
地
方
の
財
源
不

足
補
塡
の
抜
本
的
見
直
し
③

法
人
住
民
税
法
人
税
割
の
更

な
る
交
付
税
原
資
化
お
よ
び

特
別
法
人
事
業
税
・
譲
与
税

の
創
設
で
生
じ
る
財
源
の
実

効
性
あ
る
偏
在
是
正
措
置
化

④
地
方
の
基
金
残
高
の
増
加

を
理
由
と
し
た
地
方
交
付
税

等
の
削
減
の
不
実
施
⑤
公
共

施
設
等
適
正
管
理
推
進
事
業

費
の
引
き
続
き
十
分
な
財
源

の
確
保
と
事
業
期
間
の
延
長

―
な
ど
を
要
望
し
た
。

①
②
に
つ
い
て
、
地
方
交

付
税
等
の
一
般
財
源
総
額
は

前
年
度
か
ら
０
・
７
兆
円
増

の
63
・
４
兆
円
が
確
保
さ
れ

た
。
な
お
、
交
付
団
体
ベ
ー

ス
で
は
前
年
度
比
１
・
１
兆

円
増
の
61
・
８
兆
円
と
な
っ

た
。地

方
交
付
税
総
額
は
前
年

度
を
０
・
４
兆
円
上
回
る

16
・
６
兆
円
が
確
保
さ
れ
た

が
、
法
定
率
の
引
き
上
げ
は

行
わ
れ
な
か
っ
た
。
臨
時
財

政
対
策
債
は
前
年
度
か
ら

０・１
兆
円
抑
制
さ
れ
、
３・

１
兆
円
と
な
っ
た
。

③
に
つ
い
て
、
地
方
法
人

課
税
の
偏
在
是
正
措
置
に
よ

る
財
源
を
活
用
し
、
地
方
が

地
域
社
会
の
維
持
・
再
生
に

向
け
た
幅
広
い
施
策
に
自
主

的
・
主
体
的
に
取
り
組
め
る

よ
う
、「
地
域
社
会
再
生
事

業
費
」
が
創
設
さ
れ
、
２
年

度
地
方
財
政
計
画
に
４
２
０

０
億
円
計
上
さ
れ
た
（
市
町

村
分
２
１
０
０
億
円
）。

こ
の
財
源
を
活
用
し
、
都

道
府
県
等
の
技
術
職
員
の
増

員
、
平
時
の
技
術
職
員
不
足

の
市
町
村
へ
の
支
援
、
大
規

模
災
害
時
の
中
長
期
派
遣
要

員
確
保
の
た
め
増
員
さ
れ
た

職
員
人
件
費
に
地
方
財
政
措

置
が
講
じ
ら
れ
る
。

④
に
つ
い
て
は
、
地
方
の

基
金
残
高
の
増
加
を
理
由
と

し
た
地
方
交
付
税
の
削
減
は

行
わ
れ
な
い
。

⑤
に
つ
い
て
は
、
２
年
度

公
共
施
設
等
管
理
推
進
事
業

費
が
前
年
度
同
額
の
４
８
０

０
億
円
確
保
さ
れ
た
。
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令和２年度の｢映像セミナー」は、多数
のメディアにも出演されている工藤孝文
先生をお招きして｢病気にならない食べ方
のヒント｣をお聞きしました。

映像セミナーの共通編では｢病気になら
ない食べ方のヒント｣について､症状別編
では｢日本人がなりやすい生活習慣病｣に
ついて、気になる最新のキーワードや、
毎日の食事に取り入れられる方法をご紹
介します。

■ 令和元年度「映像セミナー」も掲載中
▶ 「災害時の議員活動と日常の健康づくり」
　 ／跡見学園女子大学教授　鍵屋 一 氏

【講師】
工藤孝文（くどう たかふみ）氏
内科医・糖尿病内科医・漢
方医の工藤先生は福岡大学
医学部卒業後、アイルラン
ド、オーストラリアへ留学
され、現在は、福岡県内の

自身のクリニック「工藤内科」で地域医
療に力を注ぎ、「より多くの人の病気を予
防する」というポリシーのもと、日本全
国を飛び回って生活習慣病の講演や生活
指導も行っています。自身も 25 ㎏の減量
に成功し、ダイエットのプロとして多数
のメディアにも出演されています。

議員専用ページのご案内

議員専用ページ

全国市議会議長会では、全国の市・区議会議員の皆様向けの「議
員専用ページ」を開設しています（http://www.si-gichokai.jp/）。

議員専用ページでは、本会主催の会議資料・講演資料のほか、市
議会議員の皆様を対象とした保険・健康・防災に関する情報を発信
しておりますので、ご活用ください。

※議員専用ページの閲覧には､ログインＩＤ及びパスワードが必要です。
※詳しくは、3月31日付にて各市議会事務局へ送付した｢議員専用ペ

ージのご案内｣のリーフレットをご覧ください。

全国市議会議長会

共通編  　▶ 病気にならない食べ方のヒント （11 分）
症状別編  ▶ 内臓脂肪・糖尿病・がん （各 3 分）

生活習慣病を日本人の心「出汁」で改善！
病気にならない食べ方のヒント

・「ゆとり糖質オフ」とは？
・「糖尿病｣になると｢認知症｣に
なりやすいって本当ですか？

「映像セミナー」
でお伝えします。

…
…

だ  し

全国市議会議員互助会 がお送りする
令和２年度｢映像セミナー｣のご案内

全国市議会議長会ホームページ「議会専用ページ」に掲載中


